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本調査は 14 ヶ月間にわたっている。第 1 期は 2000 年 7 月から 10 月まで、第 2 期は 2002 年 2 月から 10 月までで
ある。本論文での分析は合計 80 人分のアンケート調査を基にしている。さらに男女 10 人ずつの若者の家庭にて訪問
調査を行い、その結果も使用する。

















リカ製の番組のスタンダードに慣れ親しみ、自国においても同様の題材への高い期待感を持つ (Tunstall， 1977) 。
次に、タイのオーディエンスがアメリカの番組を選択するのは、それらが「現実逃避的J または「ファンタジー的」









1 日本製の番組は魅力的な特徴をもっている。若い視聴者の多くが、日本の番組は rplack-dee (タイ語で「いい意
味で珍ししリという意) J であると言及していた。タイ人は日本の番組が面白くて奇妙なものであり、西洋の番


































































































なたが見て、それを通して考えるもの(‘taste is something you see, and think through' ) J と考えている。
表面的なものを取り入れようとした前の段階とは異なり、言語習得や考え方の習得に至るまで内面的なものをも
受容しようとしているのがこの段階である。そして、グローバリゼーションやジャパナイゼーションの考えを吸
収し、加えてその他の文化も理解しようと試みる。これは経済、階級、ジェンダーや人種とは関係が見られない。
このグループの若者は他の文化を学び賞賛しているが、同時に自らの一部分として「自分の文化や信念を保つJ
のである。
グローパル化の時代において、タイはより現代化そしてハイブリッド化し続けている。そして若者のアイデンティ
ティについての疑問や議論も場所や時間を通してコンスタントに変化している。本調査はタイの現在における小さな
つり門
t
集団を考察したに過ぎないが、この集団はタイの将来において増大するものであると考えられる。メディアの使用は
誰も非難することができないけれども、効果的に用いる方法を見つけることはできるといえる。グローパル化する世
界で、人々は自動的に消費者となるが、受容するか拒絶するかという選択や、文化的な類似や相違の交渉は可能で、あ
り、それによって自分のアイデンティティを形成し、自分自身を作り上げていくのである。
論文審査の結果の要旨
本論文は、 1999 年代以後、急速な経済発展のなかで、急激に消費社会化、メディア社会化が進行するタイ・パン
コックの都市における若者のアイデンティティ変容を分析したものである。
カルチュラル・スタディーズの理論および方法論についての先行研究の十分なレビューの上で、 2度にわたり、バ
ンコックにおけるアンケート調査およびインタピ、ュー調査を行い、その成果をもとに、タイのティーン・エイジャー
の文化的アイデンティをめぐる問題状況を鮮やかに描き出している。社会変容にともなう世代間葛藤の状況を鋭く分
析するとともに、グローパリゼーションやジャパナイゼーションのなかで生じつつある、メディアを介した異なる文
化との接触がパンコックの若者に与えた影響を、ダイナミックなプロセスのなかで考察しており、博士(人間科学)
に十分値するものと判定した。
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